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オ
イ
ス
カ
の
取
り
組
み
以
外
に
も

行
政
機
関
や
企
業
、
N
P
O
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

富
士
山
で
環
境
保
全
活
動
を
進
め
て
い
る
。

ど
ん
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

見
て
み
よ
う
。

富士山クラブ（東京事務所）
〒105-0013
東京都港区浜松町2-7-13
浜松町パークビル2F
TEL:03-5408-1541
FAX:03-5408-1507
http://www.fujisan.or.jp/

特
定
非
営
利
活
動
法
人

富
士
山
ク
ラ
ブ
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&
富
士
山
を
き
れ
い
に
す
る
会

山
梨
日
日
新
聞
社
、
山
梨
放
送
な

ど
の
提
唱
で
１
９
６
２
年
に
結
成
し

た
団
体
。
５
月
に
は
「
植
樹
祭
」
を

地
元
市
町
村
の
持
ち
回
り
で
開
き
、

夏
と
秋
に
は
「
富
士
山
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
毎
年
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
る
。

富士山の環境保全のための行動規範を

示した「富士山憲章」というものがある

のをご存知ですか？広く富士山の環境保

全への協力を訴え、国民的な運動の展開

を図っていくことを目的に、静岡県と山

梨県により1998年に制定されました。

U
I
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

（
オ
イ
ス
カ
法
人
会
員
）

組
合
員
の
月
10
円（
パ
ー
ト
は
５
円
）

の
会
費
か
ら
な
る
「
ボ
ラ
ン
タ
ス
基

金
」
を
も
と
に
、
富
士
山
で
は「
富
士

山
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
と
協
働

し
て
、
毎
年
多
く
の
組
合
員
が
植
樹
。

第
８
回
目
と
な
る
２
０
０
６
年
６
月

に
は
２
泊
３
日
で
植
林
活
動
が
行
わ

れ
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

株
式
会
社
荏
原
製
作
所

（
オ
イ
ス
カ
法
人
会
員
）

森
林
資
源
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
に
運
営
し
て
い
る
「
荏
原
グ
リ
ー

ン
基
金
」
に
て
、
富
士
山
御
殿
場
口

５
合
目
で
の
植
樹
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
活
動
は
２
０
０
３
年

か
ら
実
施
さ
れ
、
従
業
員
と
家
族
の

参
加
に
よ
り
、
N
G
O
「
富
士
山
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
と
協
働
で

行
わ
れ
て
い
る
。

富士急行株式会社（本社）
〒403-0017
山梨県富士吉田市新西原5-2-1  
TEL:0555-22-7112
http: //www.fujikyu.co.jp/

富
士
急
行
株
式
会
社

（
オ
イ
ス
カ
法
人
会
員
）
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静岡森林管理署
〒420-0856
静岡県静岡市葵区駿府町1-120
TEL:054-254-3401
FAX:054-253-7829
http: //www.kanto.kokuyurin.go
.jp/shizuoka/index.html

静
岡
森
林
管
理
署

3

「
富
士
を
世
界
に
拓
く
」
と
い
う
創

業
精
神
の
も
と
、
山
梨
県
・
静
岡
県
東

部
・
首
都
圏
を
中
心
と
し
て
観
光
・
運

輸
・
不
動
産
事
業
を
展
開
す
る
富
士
急

行
株
式
会
社
は
早
く
か
ら
富
士
山
周

辺
の
環
境
保
全
活
動
に
も
取
り
組
み
、

１
９
６
０
年
代
よ
り
社
員
に
よ
る
清

掃
活
動
を
実
施
。
１
９
９
２
年
か
ら
は

新
入
社
員
研
修
に
も
清
掃
登
山
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
１
９
９
１
年
に

は「
富
士
急
自
然
の
森
林
」を
造
成
し
、

植
樹
や
下
草
刈
り
を
続
け
て
い
る
。

事
業
面
で
も
、
富
士
急
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
43
台
の
低
公
害
C
N
G
（
圧

縮
天
然
ガ
ス
）
バ
ス
の
運
行
や
、
有
料

道
路
「
南
富
士
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
」で
の
低
公
害
車
を
対
象
に
し
た
通

行
料
金
の
割
引
制
度
の
導
入
な
ど
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

コラム

心
の
故
郷

ふ
る
さ
と

と
し
て
の
美
し
い
富
士

山
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
く
た

め
に
、
１
９
９
８
年
に
結
成
し
た
富

士
山
ク
ラ
ブ
。
こ
れ
ま
で
独
自
に
活

動
し
て
き
た
市
民
・
行
政
・
企
業
が
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
三
者
が
一

丸
と
な
っ
た
富
士
山
の
環
境
保
全
活

動
の
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
q
富
士
山
麓
に
不

法
投
棄
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
清
掃
活
動
、

w
「
富
士
山
環
境
ご
み
マ
ッ
プ
」
の
作

成
、
e
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
、

な
ど
多
彩
な
活
動
を
実
施
。
特
に
q

の
清
掃
活
動
は
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
２
０
０
５

年
度
に
は
全
41
回
行
い
、
延
べ
３
５

６
１
名
の
参
加
の
も
と
約
59
ト
ン
の

ゴ
ミ
を
回
収
す
る
な
ど
大
き
な
実
績

を
残
し
て
い
る
。

静
岡
森
林
管
理
署
は
、
富
士
流
域
、

静
岡
流
域
の
２
流
域
で
、
伊
豆
半
島
を

除
く
静
岡
県
の
東
部
と
、
大
井
川
流

域
に
広
が
る
計
４
万
８
１
２
５
ha
の

国
有
林
と
官
行
造
林
の
管
理
経
営
に

当
た
っ
て
い
る
林
野
庁
の
地
方
組
織
。

管
区
内
で
、
森
林
整
備
や
治
山
工
事
、

作
業
道
の
整
備
な
ど
を
業
務
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

１
９
９
６
年
９
月
の
台
風
17
号
に

よ
っ
て
風
倒
木
の
被
害
を
受
け
た
富

士
山
周
辺
の
森
林
の
復
旧
に
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
参
加
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ら
の
団

体
に
よ
り「
富
士
山
国
有
林
森
づ
く
り

連
絡
協
議
会
」が
発
足
。
地
元
の
活
動

団
体
が
中
心
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
参
加
で
き
る
下
草
刈
り
活
動
や

研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

一、富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

一、富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

一、富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

一、富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

一、富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。


